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 郡山市立高瀬中学校 

 ２０２１年９月１４日（火） 

《第２０号》文責：校長 草野 仁 

本校は毎回、給食の残菜が相
当量発生しています。そこで、
食育とフードロス(環境問題)
の観点から、残菜解消の取組を
推進しています。（「保健だより
９月」9.3参照） 
ただ残菜を減らすためだけ

の取組というのではなく、人生
百年時代を健康に生きるため
の土台となる体作りや持続可
能な発展を目指すＳＤＧsの取
組を実践的に学ぶ機会として
捉え、養護教諭を中心に教職
員、生徒会保健委員会など学校
全体で取り組んでいきます。 
以下、取組みの概要をお知ら

せします。ご家庭でも食育やフ
ードロス等環境問題等につい
て話題にしてください。 
 

 

《給食の量》 《食べる時間》 

短い 
適当 

十分 

適量 多い 

できる 

できない 

《準備時間短縮》 

少ない 

① 給食を実際に食べる時間が短い。 
※ アンケート（上掲左）：全校生の５割以上の生
徒が食べる時間が短いと回答している。 

※ 小学校の給食の時間５０分（準備の時間＋食
べる時間１５分以上）、中学校３０分（食べる時間 
実質１０分未満） 

② 給食の量が多い。 
 ※ アンケート（上掲中）：全校生の３割以上の生

徒が給食の量が多いと回答している。 
③ 給食の準備に時間がかかる。特に、４校時目が体

育館や理科室など他教室での授業であった場合 
 ※ 但し、アンケート（上掲右）で８６％の生徒が

準備時間を短縮できると回答している。 
④ 健康な体作りの土台となる食の大切さに関する

理解が十分でない。 

(１) 給食に関する本校の課題 

① 残菜が多い。特に、副菜の残食率が高い。※給食
センター調べ（「保健だより９月」参照） 

② 残菜が多いことから、成長期に必要な栄養、カロ
リーを十分に摂取できていない。（ＳＤＧs：３） 

③ フードロス（残菜）が環境に負荷をかける一因と
なっている。（ＳＤＧs：１・２・12・14・15） 

 

(２) 考えられる主な原因 

（３） 給食に関する課題改善のための取組 

① 食べる時間の十分な確保（１５分確保） 
食べる時間が少ないと回答した生徒が５割以上い

ることから、２学期から給食時間を５分延長し(３０
分→３５分)、実際に食べる時間を正味１５分確保で
きるようにしました。 

の取組というのではなく、人生百年時代を健康に生きるため
の土台となる体作りや持続可能な発展を目指すＳＤＧs の取
組を実践的に学ぶ機会として捉え、養護教諭を中心に教職
員、生徒会保健委員会など学校全体で取り組んでいます。 
以下、取組みの概要をお知らせします。 
 

 

② 体格に応じたエネルギー必要量算出・供給量調整 
給食センターと連携し、全校生の体格に応じたエネ

ルギー必要量を算出しました。その結果、１学年は必
要量７３０Kcal(※中央値)のところ、給食センターか
ら７８０Kcal供給されていたことがわかり、２学期か
ら汁物を中心に供給量を必要量に調整しています。 

④ 配膳方法の改善 
 ８６％の生徒が準備時間の短縮がで 
きると回答していることから、配膳方 
法の改善により実際の食事の時間を十 
分に確保します。また、必要量を食べ 
きるための配膳方法も工夫します。 
ア 現在の配膳方法 
 ・ 一旦、全員に配膳し、食べる前に、「食べき

れないと思う分だけ」食缶に戻す。 
 ・ 食缶に戻された分をお代わりができる生徒が

食べる。※この方法の課題は、戻された分がそ
のまま残菜となる場合があることです。 

イ 改善策（※今週試行） 
 ・ 配膳された分量は、体格に応じたカロリーを

摂取するために必要な分量であることから、食
前に食缶に戻さず、できるだけ完食に努める。 
※ 配膳時に体格に応じて配膳量は調整する。 

  ・ 体調などにより食べきれなかった分を食後に 
食缶に戻す。 

（４） 目指す姿（目標） 

① 成長期の体作りと生涯の健康の土台となる食の
大切さを理解することができる。 

② 食の大切さを理解した上で、給食を残さずに食べ
ようと努めることができる。 

③ ＳＤＧs（Goal１・２・12・14・15）の視点から、
身近な給食を通してフードロス（残菜）問題を考え、
その解消に向けて実践することができる。 

⑤ 高瀬小中コミュニティ・スクールの活動としてＳ
ＤＧsの観点から取り組みます。 

③ 食育の推進（成長期の食事・食事と健康等） 
 成長期に必要な栄養やカロリーを１日の1/3を占め
る給食でしっかりと摂取することの大切さや一生の
健康を支える体作りに必要不可欠な食事の大切さに
ついて学ぶ機会を設けます。 
 ア 養護教諭による食育 ※ 昼の放送（３回） 
 イ 生徒会保健委員会による呼びかけ（随時） 
 ウ 給食センター栄養教諭による食に関する講義 
  ・ １０月４日（月）：１・２学年 
  ・ １０月５日（火）：３学年 
 エ 学級・学年による食育 ※ 給食時等 



  

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

Ｃ：あまりそう思わない 
Ｂ：まあそう思う Ａ：とてもそう思う  

Ｄ：全くそう思わない 

(２)ＩＣＴを活用した「分かる授業」作り 

(２)生徒の健康・体力の維持向上 

(１)協力・協働してやり遂げる生徒の育成 

 お子様は、自ら進んで行動（自主性）したり、自ら考
えて行動（主体性）したりできる。 

  お子様は、体育の授業や部活動、「朝食週間」、「一斉歯磨
き」等により、体力向上や健康についての意識が高まった。 

(１)いじめや不登校、自殺防止に関する組織的な支援 

(２)自主的・主体的に取り組む生徒の育成 

「教職員自己評価・生徒アンケート」結果（本紙１８号・
１９号）に続き、保護者学校評価アンケート結果を本号と
次号でお知らせします。 

(１)「主体的・対話的で深い学び」による活用力の育成 

  お子様は、班やペアでの学び合いにより、考えや理
解を深めたり広げたりできると言っている。 

Ａ＋Ｂ評価は９０％に達しています。今後も、班
やペアでの話合いや学び合いにより課題解決に取り
組む学習活動の工夫・充実を図ります。 
 

  お子様は、タブレット(ロイロノート)やデジタル教科
書の活用により、授業が分かりやすいと言っている。
きめ細かな電話連絡や家庭訪問、マチコミの活用等に
より、保護者との信頼関係の構築に努めた。 

Ｃ＋Ｄ評価が２０％を超えています。ＩＣＴの活
用により、生徒がつまずきを解消し、「分かった、で
きた」という達成感をもてる授業作りが課題です。 
 

  お子様は、相手を尊重し、みんなと協力して物事を
やり遂げることができている。 

A＋B 評価は９２％に達しています。2 学期も「の
ぞみ祭」や修学旅行等を協働の素晴らしさを知り、
人間として成長する機会として活かします。 

A＋B 評価は７８％に留まっています。日頃の授業
や行事等において、生徒が課題意識を持ち自主的・
主体的に活動する機会の充実が課題です。 
 

 お子様は、教職員やスクールカウンセラーが理解し、支
援してくれるので安心して学校生活を送ることができる。 

C・D と評価した１２％の保護者との信頼関係を築
き、スクールカウンセラー等と連携しながら全教職
員で生徒理解を深め、問題の未然防止に努めます。
２％）の生徒に対する理解に努め、寄り添い、 
 

〔目標：Ａ＋Ｂ評価８５％以上〕 

Ａ＋Ｂ評価８５％です。小中コミュニティ・スク
ールによるＳＤＧｓの取組との関連を図りながら、
食育、歯科受診率 100％等を推進していきます。 
 

先週、第２回定期テスト（９教
科）を実施しました。解答用紙の
返却も始まりました。 
定期テストは事前、事後の学習

により、授業で学んだ内容を確実
に身に付ける絶好の機会となり
ます。テスト問題や解答用紙はフ
ァイルするなどして整理し、復習
に役立てることが大切です。 

高瀬小中コミュニティ・スクー
ルでは、８月２５日から本日ま
で、「元気にあいさつができる児
童生徒の育成」を目指し、「あい
さつ運動」を実施ました。 
保護者、学校運営協議会委員、

高瀬地区公民館長、地域の皆様に
は早朝よりご協力くださり感謝
申し上げます。 

 なお、生徒会でも執行部を中心に昇降口で「朝のあいさ
つ運動」を行っています。 

曜　日 学級 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時

１の１ 数学 保体 社会 英語 高タ

１の２ 国語 社会 保体 数学 高タ

２の１ 英語 国語 数学 理科 高タ

２の２ 理科 数学 音楽 国語 高タ

３の１ 英語 音楽 国語 数学 高タ

３の２ 社会 英語 数学 音楽 高タ

１の１ 技術 技術 美術 美術 英語

１の２ 社会 国語 英語 数学 道徳

２の１ 数学 美術 国語 英語 理科

２の２ 英語 家庭 家庭 社会 数学

３の１ 理科 保体 社会 英語 技術

３の２ 英語 数学 理科 保体 美術

２１日

（火）

　来  週 の 主 な 行 事 予 定

主　な　内　容

２０日

（月）

２２日

（水）

Ｂ５
□一斉歯磨き

　12:55

□部活動休養日

□衣替え移行期間（9/30）

□14:15放課/16:30完全下校

□ＡＥＴ来校　□職員会議

給食 ○

部活 ×

２５日（土） □週休日　□日大東北高校入試説明会（生徒・保護者対象）

２６日（日） □週休日　市内ＮＯ部活デー

敬老の日

繰替休業日

　　　　　　　　　　　　　　　　秋分の日

□県南卓球強化リーグ

□バタフライダブルス卓球選手権大会

選
手
激
励
会

２４日

（金）

Ｂ６
□中体連選手激励会

□スクールカウンセラー来校

□１７：００完全下校
給食 ○

部活 〇

２３日

（木）


